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 Internet Goverance Forum (IGF) は、インターネットに関する諸課題につい
て、国連主催のもと、政府、民間、技術・学術コミュニティ、市民社会等の多
様な関係者が対等な立場で対話を行う、インターネット政策の分野では最も重
要な国際会議（2006年の第一回会合以降、毎年開催）

 IGF2023は第18回目であり、
日本がホスト国となるのは初めて

 総務省がホスティングを担当
 期間：2023年10月8日～12日
 場所：国立京都国際会館
 メインテーマ：

The Internet We Want – Empowering All People

Internet Governance Form 2023

公式HP https://www.intgovforum.org/en
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IGF2023オープニングセレモニー
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引用：
首相官邸ウェブサイト
https://www.kantei.go.jp/jp/101_kishida/actions/202310/09igf_opening.html

「オープン、自由、グローバル、相互運用可能、
安全かつ信頼できるインターネットを維持」

https://www.kantei.go.jp/jp/101_kishida/actions/202310/09igf_opening.html


 IGF2023のセッションの一つとして、Beyond 5Gに関わるパネルセッションを企画

 テーマ：
"Future Network System as Open Service Platform in Beyond 5G/6G Era"

 趣旨：
Beyond 5G/6G時代における情報通信サービスは産業を超えたシステムの連携によりオープン
イノベーションを起こすことにより実現されるのではないかという視点から、世界各国におい
て当該テーマの研究開発や社会実装に影響力があると思われるパネリストにより、そのコンセ
プトやシステムアーキテクチャに関してパネル形式による議論を行う

 実施日時：
2023年10月8日（Day 0）
15:30-17:30

 主催：
国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）

Beyond 5G関連パネルセッションの概要
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 Beyond 5Gの実現に当たっては、要素技術の実現にばかり目を奪われるのではなく、国際
的な経済動向やビジネス視点も踏まえて、それらの技術が有効に利用される方策も議論す
る必要がある

 業界の垣根を越えたシステム連携を加速するためのBeyond 5Gのビジョンは、インター
ネットが草の根でシステムを分散的に接続して発展してきた経緯ともマッチしており、IGF
の議論テーマとして、Beyond 5G/6Gの議論や研究開発が各国で盛り上がっている2023年
は重要なタイミングである

 近年は大型プラットフォーマが情報通信サービスの中核を担ってきたところ、Beyond 
5G/6Gの時代には、これまで中心的に活躍する機会が得られなかった高度な技術力を持つ
中小企業や、人的リソースを持つ発展途上国の企業にも、貢献する機会を公平に与えられ
るべきであり、このコンセプトはインターネットの発展に寄与してきた関係者にも関心が
高いと考えられる

 5Gなどこれまでの通信ネットワークの展開における地域的な課題を国際的に共有し、
Beyond 5Gの実現に向けた研究開発や政策検討において考慮していくことが必要である

パネルセッション企画の動機
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パネルメンバ

 パネリスト：
地域課題が異なると思われる異なる大陸の国々から、当該テーマについて
の研究開発や社会実装に影響力があり知識背景も異なる有識者を招へい
（南アフリカ、米国、フィンランド、シンガポール）

 モデレータ：NICT
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パネルセッションの進行

 モデレータからセッションの趣旨説明と議論導入の説明
 パネリストからポジショントーク
 その後、4つのトピックについて議論

1：2030年代のネットワークシステムに何が期待できるのか？
2：Beyond 5G/6Gにはどのような規制/制度の考え方が必要か？
3：2030年代のBeyond 5Gビジネスの課題とは？
4：Beyond 5G/6Gに向けた国際連携とは？

Agenda
1. Greetings
2. Motivation (Moderator)
3. Initial input (Moderator)
4. Position talks (Panelists)
5. Panel discussion (All)
6. Closing remarks 

7現地には40名以上の出席者



 Beyond 5G/6Gシステムは多くのステークホルダーから持ち寄られるサブシステムの組み合わせにより構
成され、ICT分野を超えて他の産業分野まで範囲が広がる

 この複雑なシステムを扱うためには何らかのプラットフォームが必要でありオープンである必要
 これにより、中小規模のシステムや発展途上国が提供するシステムまで含め、選択される特徴を有すれば、

Beyond 5Gシステムのエコシステムに多様なプレーヤによる参画が期待できる
 このような考えの導入により、利点だけでなく課題の発生も想定されるため、異なる役割を持つ有識者を
異なる地域から招聘し、議論を行う

モデレータによる趣旨説明スライド
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 Beyond 5G時代に扱うシステムは大きく増加し、組み合わせが無数に
 新たな価値を生み出す組み合わせの発想や最適化が人間では難しく、適切な仕組みが必要
 分野を越えるシステムの連携であっても、横断的にエコシステムを構築し、組み合わせや最適化をAIが
提案するなどすれば、新たな価値を持つサービスが実現され、人間の生活も向上

 参入が難しかった小さなシステム提供者であっても、エコシステムの中で直接活躍する機会が与えられ
るなど、ビジネスの活性化を期待

モデレータによる議論導入スライド
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 トピック１：2030年代のネットワークシステムに何が期待できるのか？

 トピック２：Beyond 5G/6Gにはどのような規制/制度の考え方が必要か？

 トピック３：2030年代のBeyond 5Gビジネスの課題とは？

 トピック４：Beyond 5G/6Gに向けた国際連携とは？

当日行われた議論のトピック
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 Mr. Gosain（米国）
 端末上での高度処理が可能になることで、端末によるきめ細かい周波数共用の
制御が可能に

 集中制御が不要になる方向

 Ms. Faye（南アフリカ）
 相互運用性により、多様性が拡大し、市場への参加機会が広がる

 Prof. Quek（シンガポール）
 既にオープンプラットフォームによるプレーヤの立場が変化してきた
 多様な技術を使いこなすための技術開発や投資が必要

トピック１：2030年代のネットワークシステムに何が期待できるのか？
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 Dr. Matinmikko-Blue（フィンランド）
 モバイル通信は世界のどこでも同じ規格/周波数で使えることに意味があり、
この方向は維持すべき

 ローカル5Gの周波数割り当てが各国で異なっているように、各国で分断が起
き始めており、欧州の中でも統一されておらず、問題は非常に複雑

 Ms. Faye（南アフリカ）
 標準化活動では大きな声やロビー活動に左右されるのが実情だが、グローバル
な規格策定が重要であるという趣旨を見失わないように

 規制当局が技術的かつ機敏に動くべき（アフリカでは、特にサハラ以南の一部
の国では、現在の規制が時代遅れであり廃止すべきものが多い）

 Mr. Gosain（米国）
 規制内容と未来像の歩調を合わせるため、規制当局が現場で学び続ける必要

トピック２：Beyond 5G/6Gにはどのような規制/制度の考え方が必要か？
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 Dr. Matinmikko-Blue（フィンランド）
 勝者が全てを手に入れる思想ではなく、全員がビジネスに参入できるようなバ
ランスを実現すべき

 欧州では多くの通信事業者が生まれ、周波数オークションを含めた激しい競争
の末に淘汰されて、現在は安定している（結果として現在のフィンランドでは
通信事業の収益性は良い）

 Ms. Faye（南アフリカ）
 発展途上国では電力不足により5G投資が進まないという問題
 南アフリカのプロジェクト例として学校に無線LANを設置しており、収益は多
くないが通信インフラの維持に貢献している（ルワンダでも同様の例）

 Prof. Quek（シンガポール）
 シンガポールの通信事業はマインドセットを変えて、従来型の通信事業から
オープンな加入モデルやSIer能力の向上を図り、周辺国へビジネスを拡大

トピック３：2030年代のBeyond 5Gビジネスの課題とは？
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 Mr. Gosain（米国）
 官民パートナーシッププロジェクト（PPP）が引き続き必要
 国を超えて政府間、産業間、研究者間のコミュニケーションをしっかり行う
べき

 Prof. Quek（シンガポール）
 学術的には重要イベントをターゲットにすることも有効（例：Mobile World 

Congress）

 Dr. Matinmikko-Blue（フィンランド）
 EUでは2国間の連携の仕組みがあり、政府間の高いレベルの合意に基づき、
その中で研究者が重要な事項の決定に携わっている

 国の連携レベルは、その国の研究レベルにも関係

トピック４：Beyond 5G/6Gに向けた国際連携とは？
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Ms. Faye
（南アフリカ）

 相互運用性を担保すれば、大きな投資が可能なプレー
ヤだけに市場を独占されず、立場が弱いプレーヤを保
護することにもつながる

 アフリカで行った周波数オークションでは、本来であ
れば市場に多様性をもたらしてくれるはずの小さなプ
レーヤを排除してしまった

 特に発展途上国では、データとシステムをローカライ
ズできることが重要（つまり、グローバルな知識シス
テムへのアクセスと、ローカルな知識システムの開発、
を両立できること）

 発展の上で最も問題になるのは電力消費であり、その
解決を行わずに変化していくことは本当に大問題と
なっている 15



Mr. Gosain
（米国）

 ユーザの要求を満たすようにインフラを自動構築するための、産業を超えた共通プラット
フォームが必要

 その際に活用するAI/MLは、機能を説明可能（explainable）にして、意図通りに動作して
いるのかを確認する手段の実現が必要
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Dr. Matinmikko-Blue
（フィンランド）

 欧州では5Gの期待が高く、導入後の失望が大きかったため、6Gではユーザの要望を
見極めることが重要

 6Gの重要な牽引役は電力削減をはじめとするサステナビリティであり、明確な設計に
落とし込み、経済的、社会的、環境的な選択肢を次世代に残していくべき
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Dr. Quek
（シンガポール）

 技術導入が社会に与える影響を国民に理解して
もらう必要

 エコシステムの構築には時間がかかるが、サン
ドボックスとしてのテストベッドを活用して実
証すれば、規制内容の検討においても納得感を
持って進められる

 このサンドボックスは学術的過ぎず、産学連携
に基づく必要
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 Beyond 5G/6Gにおいて、途上国・中小企業等も参画できるオープンなサービスプラット
フォーム・エコシステム造りの重要性等について概ね共通認識を醸成することができた

 他方、Beyond 5G/6Gの実現に当たっては、必ずしも輝かしい側面だけを考えれば良い訳
ではないという指摘

 周波数利用やエネルギー消費の問題などの課題を認識・解決する必要
 業界が連携して持続可能なエコシステムの実現をする必要

 5G導入においては、業界が社会の期待値を上げすぎたという反省点も挙げられ、Beyond 
5Gの実現に向けては失敗を繰り返さないことに留意すべきという指摘

 Beyond 5G/6Gの研究開発や導入については、
利用者や社会に理解と支持を着実に得ながら
導入を行うための施策が必要

 先端技術の研究開発は、実用化とのフェーズを
合わせて実施することも重要

パネルセッションを通しての所感
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